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七ヶ浜支所運営委員長再寺沢　春彦代表理事組合長

石巻市東部支所運営委員長新石森　裕治副組合長理事

大谷本吉支所運営委員長再髙橋　和志

理　　事

女川町支所運営委員長再阿部　敏雄

宮戸支所運営委員長再千葉　富夫

歌津支所運営委員長再阿部　　洋

仙南支所（亘理）運営委員長再菊地　幹彦

宮戸西部支所運営委員長新山内　良裕

雄勝町雄勝湾支所運営委員長新末永　陽市

谷川支所運営委員長新渥美　克之

志津川支所運営委員長新行場　博文

気仙沼地区支所運営委員長新三浦千加良

員　外再平塚　正信専務理事

〃新奥田　一也常務理事（総務・指導事業担当）

〃再鹿又　哲夫　〃　（信用共済事業担当）

〃再立花　洋之　 〃　（経済事業担当）

七ヶ浜支所副運営委員長再鈴木　政志代表監事

唐桑支所運営委員長再鈴木　章登
監　　事

表浜支所運営委員長新阿部　泰正

員　外再寺嶋　則雄常勤監事

新役員体制 （６月30日就任、任期３年）  
品
・
加
工
品
含
む
）
が
同
　58

％
増
の
　
億
７
５
７
４
万

95

円
、
貝
類
が
同
　
％
増
の
　

31

73

億
６
１
４
４
万
円
な
ど
。
受

託
販
売
の
総
取
扱
量
は
同
　11

％
増
の
９
万
３
９
４
０
㌧
だ

た
。
赤
字
は
　
期
ぶ
り
。
前

11

年
度
の
繰
り
越
し
を
含
め
、

当
期
未
処
分
剰
余
金
は
４
億

８
４
０
１
万
円
と
な
り
、
任

意
積
立
金
の
処
分
額
を
差
し

引
い
た
４
億
７
４
０
１
万
円

を
次
期
に
繰
り
越
し
た
。

　
販
売
事
業
の
受
託
販
売

取
扱
高
３
５
７
億
６
６
５

２
万
円
は
平
成
　
年
度
（
３

29

４
２
億
７
９
８
９
万
円
）
を

上
回
り
震
災
後
最
高
。
品
目

別
で
は
鮮
魚
類
が
前
年
度
比

　
％
増
の
１
７
４
億
９
６
３

30１
万
円
、
海
藻
類
（
水
産
製

　
当
組
合
は
６
月
　
日
、
通
常
総
代
会
を
塩
釜
総
合
支
所
で
開
き
、
令
和
４
年
度
決
算

30

や
５
年
度
事
業
計
画
な
ど
８
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、承
認
し
た
。
４
年
度
は
乾
の
り
、

カ
キ
、
ワ
カ
メ
、
ホ
タ
テ
、
ギ
ン
ザ
ケ
の
主
要
５
品
目
全
て
が
好
調
で
、
販
売
事
業
の

受
託
販
売
取
扱
高
が
前
年
度
比
　
％
増
の
３
５
７
億
６
６
５
２
万
円
と
東
日
本
大
震
災

37

以
降
で
最
高
だ
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
「
反
対
で

あ
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
特
別
決
議
も
全
会
一
致
で
採
択
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
寺
沢
春
彦
組
合
長
を
再
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

年
度
に
比
べ
金
額
が
２
倍

超
。
カ
キ
も
広
島
県
な
ど
主

要
産
地
の
漁
場
環
境
悪
化
に

伴
い
、
本
県
産
の
引
き
合
い

が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
平
均

単
価
が
過
去
最
高
と
な
り
金

額
が
３
割
増
と
な
っ
た
。

　
ワ
カ
メ
は
国
産
表
示
ル
ー

ル
の
厳
格
化
や
不
安
定
な
輸

入
動
向
を
背
景
に
平
均
単
価

が
３
％
高
。
ホ
タ
テ
は
生
玉

や
、
輸
出
向
け
の
玉
冷
の
水

揚
げ
が
順
調
に
進
み
平
均
単

価
が
　
％
高
。
ギ
ン
ザ
ケ
は

32

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
輸

入
の
鈍
化
で
国
内
需
要
が
跳

ね
上
が
り
、
県
平
均
の
取
引

価
格
が
キ
ロ
７
２
４
円
と
平

成
以
降
で
最
高
と
な
っ
た
。

　
５
年
度
も
組
合
員
の
所
得

向
上
を
事
業
の
柱
に
、
ス
マ

ー
ト
水
産
業
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
に
よ
る
漁
家
経
営
の

安
定
化
ほ
か
、
後
継
者
育
成

に
向
け
た
対
策
な
ど
を
講
じ

る
。
信
用
事
業
を
６
年
度
に

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
に
譲
渡
す
る
た
め
の

取
り
組
み
も
進
め
る
。

　
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
反

対
す
る
特
別
決
議
で
は
、
漁

業
者
支
援
に
充
て
ら
れ
る
５

０
０
億
円
の
基
金
創
設
や
説

明
会
開
催
な
ど
の
国
の
対
応

を
「
重
く
受
け
止
め
る
」
と

す
る
一
方
、「
将
来
に
わ
た

る
不
安
を
拭
い
去
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
強
調
。「
風

評
を
決
し
て
起
こ
さ
な
い
安

全
性
の
担
保
を
図
り
、（
国

が
）
全
責
任
を
持
っ
て
対
処

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
」
と

訴
え
た
。（
３
面
に
令
和
４

年
度
の
事
業
成
績
を
掲
載
）

員
の
努
力
の
賜
物
。
感
謝
す

る
し
か
な
い
」

　
們
 
漁
船
漁
業
な
ど
依
然

厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
組
合
員
も
い
る
。

　
「
海
洋
環
境
の
変
化
に
対

応
し
た
漁
業
の
重
要
性
は
さ

ら
に
増
し
て
く
る
。
資
源
が

大
幅
に
減
少
し
、
獲
れ
る
魚

が
大
き
く
変
わ
る
中
、
魚
種

転
換
に
向
け
た
ル
ー
ル
作
り

を
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
早
急
に
進
め
た
い
。
組
合

員
の
負
担
を
で
き
る
限
り
減

ら
す
た
め
、
燃
油
や
資
材
な

ど
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
支

援
も
一
層
求
め
て
い
く
」

　
們
 
来
年
度
、
信
用
事
業

を
東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
に
譲
渡
す
る
。

　
「
組
合
員
が
今
後
も
安
心

し
て
浜
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
重
要
な
施

策
。（
譲
渡
日
の
）
来
年
４

月
１
日
に
向
け
、
準
備
は
大

詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
何
と

か
無
事
に
完
遂
さ
せ
た
い
」

　
們
 
処
理
水
の
海
洋
放
出

が
迫
っ
て
い
る
。
安
全
性
へ

の
懸
念
を
示
し
、
な
お
反
発

を
続
け
て
い
る
国
も
あ
る
。

　
「
放
出
反
対
の
立
場
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

宮
城
の
水
産
業
は
震
災
や
原

発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
で

大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た

が
、
こ
こ
ま
で
復
興
し
て
き

た
。
何
の
落
ち
度
も
な
い
組

合
員
が
不
利
益
を
決
し
て
被

ら
ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
漁
業
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
安
全
性
の

確
保
や
風
評
対
策
、
国
内
外

へ
の
丁
寧
な
説
明
の
徹
底
を

国
に
強
く
訴
え
て
い
く
」

　
們
 
組
合
長
に
再
任
さ
れ

た
。
１
期
目
は
コ
ロ
ナ
に
振

り
回
さ
れ
た
３
年
だ
っ
た
。

　
「
思
う
よ
う
な
活
動
が
で

き
ず
苦
い
思
い
も
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
組
合
員

の
頑
張
り
で
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
の

『
５
類
』
移
行
で
、
販
促
を

含
め
今
後
に
は
大
い
に
期
待

し
て
ほ
し
い
。
処
理
水
の
他

に
も
課
題
は
山
積
す
る
が
、

止
ま
る
こ
と
な
く
一
つ
一
つ

克
服
し
て
前
に
進
む
し
か
な

い
」

　
昨
年
度
の
決
算
や
事
業
の

方
向
性
、
処
理
水
の
海
洋
放

出
を
巡
る
対
応
な
ど
を
寺
沢

春
彦
組
合
長
に
聞
い
た
。

　
們
 
昨
年
度
の
販
売
事
業

は
受
託
販
売
取
扱
高
が
震
災

後
最
高
を
記
録
し
た
。

　
「
主
要
５
品
目
全
て
が
上

振
れ
し
た
の
は
初
め
て
の
ケ

ー
ス
で
は
な
い
か
。
価
格
面

っ
た
。

　
乾
の
り
は
九
州
有
明
海
の

記
録
的
な
不
作
の
影
響
で
、

国
内
で
品
薄
感
が
強
ま
り
前

　
塩
竈
市
内
に
あ
る
当
組
合

の
第
一
、
浦
戸
、
浦
戸
東
部

の
３
支
所
が
４
月
１
日
に
統

合
し
、
塩
釜
地
区
支
所
に
な

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に

組
合
員
の
減
少
が
続
き
、
単

独
で
運
営
し
て
い
く
の
が
財

政
的
に
困
難
と
判
断
し
た
。

　
拠
点
事
務
所
は
浦
戸
諸
島

へ
の
定
期
船
が
発
着
す
る
マ

リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
２
階
に
設

置
。
塩
釜
市
浦
戸
支
所
は
出

張
所
と
し
て
残
し
た
。
職
員

は
臨
時
と
嘱
託
含
め
７
人
、

運
営
委
員
は
　
人
。
違
い
の

10

あ
っ
た
漁
業
権
行
使
料
と
販

売
手
数
料
は
統
一
し
た
。

　
現
在
の
組
合
員
数
は
正
准

合
わ
せ
て
１
６
５
人
で
、
震

災
前
の
平
成
　
年
度
に
比
べ

21

て
１
１
１
人
減
っ
た
。　
代
70

以
上
が
約
８
割
を
占
め
、
高

齢
化
も
目
立
つ
。
統
合
で
運

営
基
盤
や
組
織
の
強
化
を
図

る
。
　
渡
辺
敏
支
所
長
は
「
若
者

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
魅

力
あ
る
漁
業
の
推
進
が
不

可
欠
。
就
業
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。
　
第
一
は
ワ
カ
メ
、
浦
戸
は

乾
の
り
と
カ
キ
、
浦
戸
東
部

は
カ
キ
と
漁
船
漁
業
が
主
力

だ
っ
た
。
統
合
に
よ
り
事
業

の
幅
が
一
気
に
広
が
っ
た
。

　
千
葉
周
運
営
委
員
長
（
前

塩
釜
市
浦
戸
支
所
副
運
営
委

員
長
）
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。
持

続
可
能
な
支
所
運
営
に
向

け
、
価
値
観
を
共
有
し
な
が

ら
共
に
高
め
合
っ
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。

　
支
所
統
合
は
当
組
合
発
足

の
平
成
　
年
４
月
以
降
、
３

19

例
目
。
組
合
は
　
支
所
・
３

28

総
合
支
所
体
制
と
な
っ
た
。

組
合
員
の
努
力
に
感
謝

止
ま
る
こ
と
な
く
前
進

は
他
産
地
の
不

振
も
プ
ラ
ス
に

働
い
た
が
、
気

候
変
動
な
ど
厳

し
い
海
洋
環
境

の
下
、
こ
れ
だ

け
の
数
字
を
残

せ
た
の
は
組
合

処
理
水
放
出
で
特
別
決
議
も

　
書
面
を
含
む
総
代
１
４
３

人
が
出
席
。
４
年
度
の
事
業

利
益
は
前
年
度
比
２
・
５
倍

の
１
億
９
７
８
６
万
円
、
経

常
利
益
は
同
１
・
７
倍
の
３

億
５
３
５
９
万
円
。
公
認
会

計
士
監
査
へ
の
移
行
が
義
務

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
減

損
会
計
を
行
っ
た
結
果
、
当

期
損
失
金
２
７
９
７
万
円

（
前
年
度
は
２
億
８
０
６
万

円
の
剰
余
金
）
を
計
上
し

 塩
釜
地
区
支
所
発
足

第
一
、浦
戸
、浦
戸
東
部
統
合
 

寺
沢
組
合
長
に
聞
く

千葉運営委員長（前列左から２人目）と渡辺支所長（同３
人目）ら職員

本
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を

決
め
た
通
常
総
代
会

受託販売４割増357. 6億円
４年度取扱高、主要５品目好調

組
合
総
代
会



（２）海 と 共 に広　報 令和5年  春・夏

新
た
に
５
人
認
定

退
任
者
に
感
謝
状

　
県
漁
協
青
年
部
の
通
常
総

会
が
７
月
　
日
、
仙
台
市
太

11

白
区
の
秋
保
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
ク
レ
セ
ン
ト
で
開
か
れ

た
。
令
和
５
年
度
の
事
業
計

　
令
和
５
年
度
「
県
漁
業
士

退
任
・
認
定
式
」
が
６
月
６

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
ハ
ー

ネ
ル
仙
台
で
開
か
れ
た
。
指

導
４
人
、
青
年
１
人
の
新
規

漁
業
士
計
５
人
に
認
定
証
を

交
付
し
た
ほ
か
、
４
年
度
で

退
任
し
た
指
導
漁
業
士
３
人

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
小
野
寺
和
義
県
漁
業
士
会

長
、
池
田
敬
之
副
知
事
、
長

谷
川
新
県
水
産
林
政
部
副
部

長
ら
関
係
者
が
出
席
。
退
任

し
た
カ
キ
・
ホ
ヤ
・
ホ
タ
テ

養
殖
業
の
小
野
寺
敏
一
さ
ん

（
志
津
川
支
所
）
は
「
連
携

を
密
に
す
る
こ
と
が
大
事
。

ハ
マ
が
発
展
す
る
新
し
い
漁

業
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と

後
進
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
県
の
漁
業
士
認
定
制
度
は

昭
和
　
年
度
に
始
ま
り
、
本

61

年
度
ま
で
の
認
定
者
数
は
指

導
漁
業
士
１
６
５
人
、
青
年

漁
業
士
２
１
１
人
の
計
３
７

６
人
。
こ
の
う
ち
指
導
　72

人
、
青
年
　
人
の
計
１
２
２

50

人
が
現
役
の
漁
業
士
。

　
新
規
認
定
者
と
小
野
寺
さ

ん
以
外
の
退
任
者
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は

所
属
支
所
と
漁
業
種
類
）。

　
指
導
漁
業
士
　
藤
田
純
一

（
気
仙
沼
地
区
、
ワ
カ
メ
）

守
り
手
」
と
し
て
、
小
中
学

生
を
対
象
に
し
た
第
　
回
39

「
み
や
ぎ
の
海
の
子
」
作
文

の
募
集
や
魚
食
普
及
活
動
な

ど
に
取
り
組
む
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
活
動
に
戻
し
て
い
く
こ

と
も
確
認
し
た
。

　
永
年
勤
続
者
表
彰
で
は
、

齋
藤
節
子
さ
ん
（
前
大
谷
本

吉
支
所
部
長
）、
阿
部
ま
つ

子
さ
ん
（
前
石
巻
地
区
支
所

監
事
）、
木
村
チ
ハ
ル
さ
ん

（
前
網
地
島
支
所
役
員
）、

安
住
智
伊
子
さ
ん
（
前
網
地

島
支
所
役
員
）
の
４
人
に
賞

状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
研
修
会
が

開
か
れ
、
当
組
合
の
鹿
又
哲

夫
常
務
が
東
日
本
信
漁
連
へ

の
信
用
事
業
譲
渡
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、
宮
城
海
上

保
安
部
と
石
巻
海
上
保
安
署

は
海
難
防
止
に
向
け
て
救
命

胴
衣
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
）
着
用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
三
浦
会
長
以
外
の
新
役
員

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
、
か

っ
こ
内
は
所
属
支
所
）。

　
副
会
長
　
武
田
寿
子
（
石

巻
市
東
部
）
赤
間
淳
（
七
ケ

浜
）
監
査
委
員
　
阿
部
仲
子

（
網
地
島
）
木
村
光
子
（
亘

理
）
委
員
　
梶
原
優
子
（
唐

桑
）
須
藤
洋
子
（
志
津
川
戸

倉
）
佐
藤
慶
子
（
石
巻
湾
）

鈴
木
宮
子
（
塩
釜
市
浦
戸
）

役
員
改
選
な
ど
承
認

永
年
勤
続
者
表
彰
も

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
で
す
。
原
発
敷

地
内
に
乱
立
し
て
い
る
タ
ン

ク
に
た
め
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
は
５
月
　
日
時

18

点
で
１
３
３
万
立
方
㍍
に
達

し
て
お
り
、
建
設
さ
れ
た
タ

ン
ク
の
空
き
容
量
は
あ
と
３

％
し
か
な
い
と
の
こ
と
で

水
の
処
分
の
対
策
と
し
て
他

の
方
法
と
比
較
し
て
合
理
的

だ
と
し
た
か
ら
で
す
。
タ
ン

ク
に
た
め
ら
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
は
ト
リ
チ
ウ
ム
が
高

濃
度
な
状
態
で
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ト
リ
チ
ウ

ム
は
水
に
近
い
放
射
性
物
質

な
の
で
、
そ
れ
を
安
全
な
状

な
機
会
を
通
じ
て
国
民
に
対

し
て
安
全
性
を
説
明
し
、
風

評
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
配
慮
す
る
と
し
て
き
ま
し

た
。
　
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は

海
洋
放
出
に
つ
い
て
反
対
の

姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
生
協
や
農
協
な
ど
の

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
た
タ

ン
ク
内
に
多
核
種
除
去
装
置

（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
処
理
水
が
た

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
子
炉

建
屋
内
に
は
、
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
を
起
こ
し
た
原
発
建
屋
に

地
下
水
が
入
り
込
み
、
そ
れ

が
燃
料
デ
ブ
リ
に
触
れ
て
汚

染
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
汚
染
水
は
か
つ
て
毎
日
４

０
０
㌧
以
上
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
１
０
０
㌧

以
下
に
抑
え
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
汚
染
水
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
放
射
性
物
質
が
溶
け

込
ん
で
い
て
大
変
危
険
な
状

態
で
す
。
そ
れ
を
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

で
浄
化
処
理
す
る
と
、
ト
リ

チ
ウ
ム
を
除
く
核
種
の
ほ
と

ん
ど
が
取
り
除
か
れ
た
状
態

す
。
政
府
は
、
新
た
に
タ
ン

ク
を
設
置
す
る
場
所
が
な
い

と
し
て
、
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
の
海
洋
放
出
方
針
を
関

係
閣
僚
会
議
で
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
夏
に
実
行
さ
れ
る

見
通
し
で
す
。

　
政
府
が
海
洋
放
出
を
決
め

た
理
由
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

態
に
ま
で
希
釈
し
て
海
に
放

水
す
れ
ば
、
環
境
へ
の
影
響

が
避
け
ら
れ
る
と
判
断
し
た

わ
け
で
す
。
そ
の
一
方
で
海

洋
放
出
に
よ
る
社
会
的
影
響

は
避
け
ら
れ
な
い
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
漁
業

関
係
者
の
理
解
な
し
で
は
行

わ
な
い
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
も
海
洋

放
出
に
つ
い
て
反
対
の
声
を

上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
政
府
は
漁
民
に
配
慮

し
て
説
明
を
繰
り
返
す
な
ど

真
摯
（
し
ん
し
）
な
態
度
を

と
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
政

府
や
東
京
電
力
の
配
慮
の
仕

方
に
は
問
題
点
が
あ
り
ま

ド
は
海
へ
の
影
響
は
少
な
い

と
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
対
処

す
る
と
し
て
、
公
害
協
定
が

結
ば
れ
た
り
、
補
償
金
が
支

払
わ
れ
た
り
、
基
金
が
積
み

立
て
ら
れ
た
り
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
で
漁
民
は
一

時
的
に
救
わ
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
開
発
は
漁
民
た
ち
の
生
業

よ
り
も
国
や
企
業
の
利
益
を

優
先
す
る
も
の
で
あ
る
ゆ

え
、
生
業
と
し
て
営
む
漁
民

の
ほ
こ
り
に
傷
を
つ
け
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
反
対
し

て
き
た
漁
民
た
ち
に
は
ど
こ

か
屈
辱
感
が
残
る
の
で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
つ
い
て
も
同
じ
構
図
が

見
え
て
き
ま
す
。

　
廃
炉
が
進
む
こ
と
に
つ
い

て
は
漁
民
た
ち
も
望
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
処
分
方
法
が
海
洋

放
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
強
い
理
由
は
な
い
の

で
す
。
方
法
は
他
に
も
あ
る

の
で
す
。
結
局
、
海
洋
放
出

が
「
安
上
が
り
な
方
法
」
で

「
抵
抗
す
る
の
は
漁
民
だ

け
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
政

府
側
の
本
音
は
表
に
は
出
て

き
ま
せ
ん
が
、
漁
民
は
薄
々

感
じ
取
り
、
自
分
た
ち
が
見

下
げ
ら
れ
た
と
も
感
じ
取
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
政
府
は
こ

の
点
を
ま
ず
理
解
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
海
洋

放
出
に
つ
い
て
漁
民
か
ら
理

解
が
得
ら
れ
な
い
の
は
当
然

の
こ
と
な
の
で
す
。

す
。
海
洋
放
出
の
実
施
に
当

た
り
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
は

安
全
な
の
だ
か
ら
風
評
被
害

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ

れ
で
良
い
で
し
ょ
う
、
と
い

う
考
え
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
全
国
で
臨
海
発

電
所
、
ダ
ム
、
埋
立
、
干
拓
、

ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
開
発
、
化

学
工
場
、
畜
産
施
設
の
立
地

な
ど
の
計
画
が
立
ち
上
が
っ

て
は
漁
民
が
不
安
な
声
を
上

げ
て
紛
争
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
水
環
境
に
影
響
を
与
え

る
計
画
を
漁
民
は
生
理
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で

す
。
し
か
し
国
や
開
発
サ
イ

協同組合論
北海学園大学
経済学部教授

濱 田 武 士 

迫
る
海
洋
放
出
  漁

民
へ
の
配
慮
は
十
分
か

画
な
ど
を
決
め
た
ほ
か
、
昨

年
度
ま
で
役
員
を
務
め
た
功

労
者
５
人
を
表
彰
し
た
。

　
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
阿
部

誠
二
部
長
（
谷
川
支
所
青
年

部
）
は
「
震
災
か
ら
　
年
が

12

た
ち
、
後
継
者
か
ら
漁
業
経

営
者
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
こ

そ
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て

漁
家
経
営
の
向
上
を
目
指

し
、
浜
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
後
継
者
の
育
成
や
指
導

も
担
い
な
が
ら
活
力
あ
る
漁

村
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
５
年
度
は
▽
組
織
の
強
化

と
活
性
化
▽
漁
場
環
境
保
全

運
動
へ
の
取
り
組
み
▽
情
報

の
共
有
 們
 の
３
点
を
事
業

の
柱
に
据
え
、
研
修
会
や
水

産
青
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
当
組

合
役
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

す
る
計
画
。
政
府
が
示
す

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
対

す
る
情
報
収
集
も
継
続
す

る
。
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
や
県

漁
業
士
会
な
ど
と
の
連
携
も

深
め
て
い
く
。

　
組
合
長
表
彰
で
は
、
役
員

を
４
期
８
年
務
め
た
前
部
長

の
須
藤
貴
雄
さ
ん
（
志
津
川

支
所
戸
倉
青
年
研
究
会
）

に
、
寺
沢
春
彦
組
合
長
が
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
い
ず

れ
も
１
期
２
年
の
任
務
を
果

た
し
た
前
委
員
の
阿
部
納
也

さ
ん
（
表
浜
青
年
研
究
会
）、

柳
橋
浩
哉
さ
ん
（
石
巻
市
東

部
支
所
漁
業
研
究
会
）、
手

代
木
泰
伸
さ
ん
（
鳴
瀬
支
所

青
年
部
）、
前
監
事
の
遠
藤

陽
一
さ
ん
（
七
ヶ
浜
支
所
青

年
研
究
会
）
の
前
役
員
４
人

は
部
長
表
彰
を
受
け
た
。

　
総
会
終
了
後
に
開
か
れ
た

研
修
会
で
は
、
県
水
産
業
振

興
課
漁
業
調
整
班
の
職
員
が

「
漁
業
権
漁
業
」
に
つ
い
て

講
演
。
改
正
漁
業
法
施
行
後

初
め
て
９
月
に
県
全
域
で
実

施
さ
れ
る
漁
業
権
免
許
の
一

斉
切
り
替
え
時
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
解
説
し
た
。

尾
形
貴
春
（
同
、
同
）
渥

美
政
雄
（
谷
川
、
ホ
タ

テ
・
ホ
ヤ
）
千
葉
和
善

（
石
巻
地
区
、
カ
キ
）
青

年
漁
業
士
　
三
浦
卓
也

（
大
谷
本
吉
、
ワ
カ
メ
・

ホ
ヤ
）退
任
　
堀
内
仁（
大

谷
本
吉
、
採
介
藻
）
阿
部

洋
（
歌
津
、
小
型
定
置
）

　
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議

会
は
５
月
　
日
、
令
和
５
年

25

度
通
常
総
会
を
石
巻
市
の
石

巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
い

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
、
会
長
を
退
任
し
た

内
海
や
ゑ
子
塩
釜
市
浦
戸
東

部
部
長
の
後
任
に
副
会
長
の

三
浦
弘
子
歌
津
支
所
部
長
を

選
出
し
た
。
任
期
は
２
年
。

事
業
計
画
の
承
認
や
永
年
勤

続
者
の
表
彰
も
行
っ
た
。

　
事
業
計
画
の
基

本
方
針
は
▽
組
織

の
強
化
と
活
性
化

▽
水
産
物
の
消
費

拡
大
▽
健
康
な
く

ら
し
と
環
境
保
全

運
動
の
推
進
▽
漁

協
全
利
用
と
生
活

設
計
の
推
進
 們
 

の
４
点
。「
浜
の

総
会
で
紹
介
さ
れ

る
新
役
員

県
漁
協
女
性
連

新
規
認
定
者
と
退
任
者
ら

県
漁
業
士
制
度

拡
大
な
ど
課
題
は
山
ほ
ど

あ
る
。
各
支
部
の
活
動

の
継
続
や
拡
大
を
支
援

し
て
い
き
た
い
」。
三
浦

弘
子
会
長
＝
写
真
＝
は
組

織
活
性
化
に
向
け
抱
負
を

語
る
。

　
〇
…
こ
の
３
年
余
り
は

さ
ま
ざ
ま
な
行
動
制
限
で

思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
女
性
連
だ
が
、

「
み
や
ぎ
の
海
の
子
」
作

文
の
応
募
数
が
約
２
倍
に

増
え
る
な
ど
、
今
で
き
る

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

成
果
を
上
げ
た
。
今
年
は

消
費
拡
大
や
魚
食
普
及
を

目
指
し
、
料
理
教
室
な
ど

を
積
極
的
に
開
催
し
て
い

く
。「
未
利
用
魚
の
活
用

は
近
年
の
大
き
な
テ
ー

マ
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
推
進
に
も
力
を
入
れ

た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
〇
…
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
男
子
で
冬
季
五
輪
２

連
覇
の
羽
生
結
弦
さ
ん

（
仙
台
市
出
身
）
の
大
フ

ァ
ン
。
ア
イ
ス
シ
ョ
ー
が

あ
れ
ば
全
国
ど
こ
へ
で
も

足
を
運
び
、
華
麗
な
演
技

と
一
生
懸
命
な
姿
に
大
声

援
を
送
る
こ
と
が
元
気
の

源
と
い
う
。「
組
織
は
誰

一
人
が
欠
け
て
も
成
り
立

た
な
い
。
部
員
皆
で
一
致

団
結
す
る
こ
と
が
何
よ
り

大
事
。供
ゆ
づ
僑
を
手
本

に
、
浜
の
守
り
手
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
誓
う
。

　
〇
…
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日

常
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き

た
中
、
新
体
制
で
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
県
漁
協
女

性
連
。「
水
産
物
の
消
費

活
性
化
へ
「
皆
で
団
結
」

三
浦
弘
子
新
会
長

後
継
者
を
育
成

浜
の
活
力
貢
献

県
漁
協
青
年
部

寺
沢
組
合
長
か
ら
賞
状
を

受
け
取
る
須
藤
前
部
長

（
右
）



（３） 令和5年  春・夏海 と 共 に広　報

　当組合は４月１日、11人の新入職員を迎えました。希望や決意
を胸に配属先で一生懸命仕事を覚えています。皆さん、よろしく
お願いします。　（名前の読み＝ 年齢、出身地）

 「「こんな職員になりたいこんな 職 員になりたい 　」」！！ニューフェイス

臨機応変に対応 歌津支所名足出張所

阿部　凜叶（あべ・りんと＝19、南三陸町） 
　今後の漁業の発展に貢献できるような職員になりたいと考
えています。そのためには、現場での仕事も増えてくるので
漁業者の方々との交流を深め、日々の職務を通して、事務所
の先輩方の良いところを見習い、さまざまなことを学んでい
きます。漁業者あっての私たちの職務だと思うので、漁業者
の方々の水揚げを増やすことに貢献できるよう、何事にも積
極的に取り組み、経験を積んで、あらゆることに臨機応変に
対応できるような職員になります。

　臨時職員として２年間と短い期間でしたが働かせていただ
きました。年々地区の漁獲量が減少したり、水揚げされる魚
介類の種類が南方系になるなどの環境の変化に、苦労しなが
ら適応していく組合員さんの姿を見てきました。今後も安定
して漁業に従事できるような豊かな環境づくりや日ごろのサ
ポートを心掛け、誰からも真っ先に頼られるような職員にな
れるよう頑張ります。

豊かな漁場維持 仙南支所 （亘理）

濱飯　勇気（はまいい ・ ゆうき＝22、 亘理町） 

　目まぐるしく変化し続ける海洋環境に適応するために行動
し、自らの能力向上や漁業の知識、技術の習得に努めます。
組合職員として自らの役割と責任を自覚して業務に当たるこ
とで、先輩職員の方々からはもちろん漁業者の皆さんからも
信頼していただけるような職員を目指します。

責任自覚し向上 唐桑支所

吾妻　達弥（あづま・たつや＝29、気仙沼市） 

　５年間のアルバイトと１年間の臨時職員として主に乾のり
に関する仕事をしてきました。まだ覚えることがたくさんあ
るので先輩方に聞いたりしながら日々学んでいきます。職場
内での「報連相」を心掛け、一つ一つの業務を大切にして
色々な経験をしていきます。そして与えられた仕事に全力で
取り組み、先輩方や組合員の皆さんの役に立てるように頑張
っていきます。いろいろな人に頼られる職員を目指します。

報連相を心掛け 塩釜総合支所販売課

早坂　　渉（はやさか・わたる＝23、塩竈市） 

経験積み重ねて 石巻地区支所

船橋　美乃（ふなはし・みの＝25、石巻市） 
　私には未熟な点が多く、職場の方に助けていただくことが
あり、まだまだ課題があります。日々の業務や職場の方の組
合員の方に対する対応を参考にし、経験を積んでいくことで
信頼を得られるように努めていきたいです。一つ一つの業務
が組合員の方が安心して漁家経営していただくためにつなが
っていくことを頭に入れ、組合員の方をサポートできるよう
な職員を目指し、業務に取り組んでいきます。

　毎日のコミュニケーションを大切にできて、明るく笑顔が
絶えない職員になりたいです。社会人になり、慣れない生活
に不安がありましたが、周りの皆さんが笑顔で接してくれた
おかげで気持ちを楽にすることができ、笑顔は人を安心させ
るものなのだとあらためて実感しました。私自身、幼いころ
から今でも常に笑顔を心掛けているので、今後もそれを生か
せるように日々精進していきたいです。

常に笑顔で精進 本所経済事業部販売課

梶原　凜（かじわら・りん＝18、石巻市） 

海の豊かさ守る 石巻総合支所販売課

石川　　漱（いしかわ・そう＝18、美里町） 
　私は美里町という農業の地で生まれ育ちました。野球推薦
で気仙沼市の私立東陵高校に入学し、初めて港町に行き、そ
こで漁師さん方と触れ合い、少しずつ漁業に興味を持ち始め
ました。学校の授業の一環でＳＤＧｓの一つ「海の豊かさを
守ろう」について調べました。そこで漁業の厳しさや楽しさ
を知り、この仕事を見つけ興味を持ちました。社会人１年目
なので分からないことだらけですが、少しずつ役に立てるよ
う仕事に取り組みます。そして持ち前のコミュニケーション
能力を生かし、職場の先輩方や上司の方々から信頼してもら
えるような職員になりたいです。

　頼りがいがある職員を目指します。現場の雰囲気と業務に
少しずつ慣れてきましたが、まだ私一人で行える業務は少な
く手持ち無沙汰になることがあり、大変歯がゆい思いをして
います。まだ私にできることは少ないですが、一日でも早く
皆さんから頼って良かったと思える職員になれるよう、先輩
や上司の方々の指導の下、日々の業務に励んでいきます。

頼られる存在に 志津川支所志津川魚市場

渡辺　柊真（わたなべ・とうま＝22、南三陸町） 

信頼関係深める 石巻金融センター金融共済課

西條　博登（さいじょう・ひろと＝22、仙台市） 
　組合員の方々に信頼される職員になりたいです。ＪＦは組
合員の皆さんとの支え合いによって運営されている団体であ
り、組合員の皆さんとの相互の信頼が最も重要なことだと考
えています。そのために日々の業務を正確、迅速、丁寧に行
うことはもちろん、まずは積極的にコミュニケーションを取
って皆さんに知っていただけるように頑張ります。

悩みに寄り添う 石巻湾支所

小野　拓真（おの・たくま＝22、角田市） 
　周りから頼っていただける職員になりたいです。組合員の
方々と常にコミュニケーションを取ることで小さな悩みでも
寄り添い解決していきたいです。まだまだ分からないことが
多いのですが、分からないことは周りの方々からサポートし
ていただきながら仕事に取り組み、宮城の水産物をより多く
の人に広めることができるよう努力していきたいです。

一つ一つ全力で 本所総務部人事課

平家　妃菜（ひらか・ひな＝23、石巻市） 
　信頼され、 そして頼られる職員になりたいです。 私が所属す
る人事課は、職員の方との信頼関係が非常に重要な場所であ
ると考えています。職員の皆さんとの日々の関わりを大切に
しながら、自分のすべきことを一つ一つ丁寧に全力で行って
いきます。 早く仕事を覚えて、 皆さんの役に立てるように頑張
ります。そして、組合に貢献できるよう努力していきます。

信
用
共
済
部

組
合
か
ら
の

 組
合
か
ら
の
おお
知知
らら
せせ

　
令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
の
Ｊ
Ｆ
共
済
３
カ
年
計

画
で
は
、
生
命
・
建
物
の
保

障
に
対
し
て
Ｊ
Ｆ
共
済
を
幅

広
く
提
供
す
る
仕
組
み
、
お

よ
び
Ｊ
Ｆ
共
済
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
補
償
に
対
す
る
保
険

代
理
業
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
漁
業
者
の
保
障
を
Ｊ
Ｆ

共
済
で
し
っ
か
り
守
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
や
Ｊ
Ｆ
事
業

運
営
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
共
済
で
は
、
浜
の
共

済
責
任
を
全
う
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ら
取
り
組
み
を
行

い
共
済
事
業
収
入
の
維
持
・

拡
大
を
図
り
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の

健
全
性
・
信
頼
性
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

　
重
点
取
り
組
み
施
策
と
し

て
は
、
Ｊ
Ｆ
組
合
員
、
漁
家

世
帯
員
お
よ
び
地
域
住
民
に

対
し
て
、
Ｊ
Ｆ
共
済
を
広
く

浸
透
さ
せ
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
保
障
の
提
供
を

行
い
ま
す
。

浜の笑顔を共済とともに
Ｊ Ｆ共済３カ年計画スタート

　
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
組
合
員

を
中
心
に
一
人
ひ
と
り
に
満

足
で
納
得
の
い
く
保
障
を
提

供
で
き
る
よ
う
「
浜
の
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を
展

開
し
、
漁
村
地
域
で
活
動
す

る
Ｊ
Ｆ
組
合
員
・
漁
家
世
帯

の
ご
家
族
お
よ
び
地
域
住
民

の
生
活
・
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
、
す
べ
て
の
組
合
員
に

寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
保
障
を
提
案
す

る
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

ま
す
。

　
特
に
、
生
命
共
済
チ
ョ

コ
ー
の
万
全
な
保
障
を
提

供
す
る
た
め
、
保
障
の
見

直
し
・
必
要
保
障
の
提
供

の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。
　
契
約
内
容
確
認
を
通
じ
た

医
療
や
介
護
共
済
な
ど
最
新

保
障
の
提
供
、
保
障
点
検
活

動
に
よ
る
生
保
な
ど
他
社
か

ら
の
呼
び
戻
し
運
動
な
ど
積

極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

4年度（当期）3年度２年度令和元年度項　　目区　分

197,86379,450△2,59485,257事業利益

財　務

353,596203,078114,474225,974経常利益

△27,978208,065113,647252,318当期剰余金

89,013,01885,962,96280,950,97093,653,142総　資　産

5,502,7135,960,7005,893,3275,931,360純　資　産

14.54％16.15％16.65％14.96%単体自己資本比率

78,491,06975,388,25070,667,70183,404,207貯　　　金

信用事業 65,707,35062,186,09557,467,21569,239,507預　け　金

10,872,12512,098,00012,082,17212,567,182貸　出　金

48,136,00050,397,90053,335,30057,346,400長期共済保有高
共済事業

47,671,57045,498,16045,800,00049,406,160短期共済契約高

3,666,7953,155,9982,555,6282,868,065石油類供給高
購買事業

4,514,8843,740,8724,203,2214,317,262資材類等供給高

35,766,52826,054,99324,701,22729,129,108受託販売取扱高
販売事業

632,761617,8291,343,3961,252,709買取販売高

当該事業年度および直前３事業年度の事業成績ならびに財産および損益の状況
（令和4年度「業務報告書」から。単位・千円） 
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が
９
７
８
７
㌧
（
前
季
比
６

％
減
）、
金
額
が
　
億
９
９

24

０
７
万
円
（
同
７
％
増
）、

１
㌔
当
た
り
の
平
均
単
価
が

２
５
５
円
（
同
　
％
高
）。

14

岩
手
県
や
徳
島
県
・
鳴
門
の

減
産
や
、
安
全
・
安
心
で
高

品
質
な
三
陸
産
の
ブ
ラ
ン
ド

力
か
ら
高
単
価
と
な
っ
た
。

　
品
目
別
で
は
、
干
し
が
数

量
１
㌧
（
同
　
％
増
）
金
額

42

１
６
８
万
円
（
同
　
％
増
）

27

キ
ロ
平
均
単
価
２
９
３
０
円

（
同
　
％
安
）。
ボ
イ
ル
は

10

芯
抜
き
が
１
３
３
９
㌧
（
同

　
％
減
）　
億
７
７
５
３
万

10

19

円
（
同
７
％
増
）
１
４
７
７

円
（
同
　
％
高
）
で
、
芯
付

20

き
が
３
１
０
㌧（
同
２
％
減
）

２
億
３
４
７
７
万
円
（
同
２

％
増
）
７
５
８
円
（
同
４
％

高
）。
生
は
２
８
２
８
㌧（
同

３
％
増
）
２
億
３
９
５
５
万

円
（
同
４
％
増
）、　

円
85

（
同
１
％
高
）
だ
っ
た
。

　
％
高
）
と
記
録
的
高
値
に

51な
っ
た
。

　
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
と
同

様
、
出
荷
期
間
は
貝
毒
の
影

響
を
踏
ま
え
て
６
月
末
ま
で

１
カ
月
延
長
し
、
今
季
は
　39

㌧
を
上
積
み
で
き
た
。

　
当
組
合
は
今
季
か
ら
、
出

荷
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の

「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」に
着
手

し
た
。
使
用
済
み
容
器
を
入

札
会
場
で
回
収
し
て
製
造
業

者
に
渡
し
、
破
砕
後
に
原
材

料
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
と
配

合
し
再
利
用
す
る
試
み
。
半

永
久
的
に
繰
り
返
し
使
う
こ

と
で
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
削
減
効
果
を
高
め
る
。
業

界
が
一
丸
と
な
っ
て
地
球
温

暖
化
や
海
洋
酸
性
化
へ
の
対

策
を
進
め
て
い
く
。

　
県
産
ホ
ヤ
の
消
費
拡
大
を

目
指
す
「
ほ
や
祭
り
２
０
２

３
」
が
５
月
３
日
、
仙
台
市

青
葉
区
の
勾
当
台
公
園
市
民

広
場
で
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
開
催
は
４
年
ぶ

り
。
ホ
ヤ
の
唐
揚
げ
や
焼
き

そ
ば
、
炊
き
込
み
ご
飯
な
ど

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
当
組
合
や
県
、
東
北
経
済

連
合
会
な
ど
５
者
で
つ
く
る

宮
城
げ
ん
き
市
実
行
委
員
会

（
会
長
・
寺
沢
春
彦
組
合
長
）

の
主
催
。
県
内
の
飲
食
店
や

水
産
加
工
会
社
、
生
産
者
ら

が
構
え
た
約
　
の
ブ
ー
ス
に

30

は
、
ホ
ヤ
を
は
じ
め
と
し
た

県
産
水
産
物
の
魅
力
を
堪
能

し
よ
う
と
い
う
人
た
ち
で
長

蛇
の
列
が
で
き
た
。

　
ホ
ヤ
を
使
っ
た
料
理
で
は

ピ
ザ
や
カ
レ
ー
パ
ン
、
春
巻

き
、
カ
ヌ
レ
、
ビ
ス
ク
と
い

っ
た
変
わ
り
種
も
用
意
。
鮮

度
管
理
を
徹
底
し
た
昨
年
６

月
誕
生
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
ほ
や
の
極
み
」
の
販
売

や
、
朝
獲
れ
殻
付
き
ホ
ヤ
の

釣
り
体
験
も
好
評
だ
っ
た
。

　
み
や
ぎ
銀
ざ
け
振
興
協
議

会
は
漬
け
丼
や
切
り
身
、
ス

モ
ー
ク
加
工
品
な
ど
で
活
じ

め
ブ
ラ
ン
ド
「
み
や
ぎ
サ
ー

モ
ン
」
を
Ｐ
Ｒ
。
カ
キ
の
ブ

ー
ス
も
人
気
だ
っ
た
。
お
笑

い
芸
人
や
地
元
ア
イ
ド
ル
は

ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
、
盛
り

上
げ
に
一
役
買
っ
た
。

　
会
場
で
販
売
さ
れ
た
ホ
ヤ

料
理
　
品
の
う
ち
、
最
も
お

22

い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
来
場
者

が
投
票
で
決
め
る
「
ほ
や
レ

シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、

最
高
賞
の
金
賞
に
水
月
堂
物

産
（
石
巻
市
）
の
「
ほ
や
酔

明
ご
は
ん
」
が
選
ば
れ
た
。

　
来
場
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
令
和
元
年
並
み
の
１
万
１

１
６
３
人
（
主
催
者
発
表
）

だ
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
を
機
に
、
県
産

ホ
ヤ
の
７
割
超
を
出
荷
し
て

い
た
韓
国
で
輸
入
禁
止
措
置

が
続
く
中
、
国
内
で
の
販
路

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

今
季
は
高
い
海
水
温
な
ど
の

影
響
で
成
育
が
遅
れ
、
県
が

指
針
と
す
る
解
禁
日
よ
り
約

２
週
間
遅
ら
せ
て
昨
年
　
月
10

　
日
に
出
荷
を
ス
タ
ー
ト
。

11

 震
災
後
最
高
 
億
円

口
溶
け
よ
く
単
価
６
割
高
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今
季
入
札
は
昨
年
　
月
　

11

22

日
か
ら
今
年
５
月
　
日
ま
で

12

全
　
回
に
わ
た
っ
て
当
組
合

13
塩
釜
総
合
支
所
・
乾
の
り
集

出
荷
所
で
開
催
。
出
だ
し
の

秋
芽
網
は
不
調
だ
っ
た
が
、

海
況
が
改
善
し
た
　
～
２
月

12

は
色
も
戻
り
、
冷
凍
網
を
主

体
に
順
調
に
推
移
し
た
。

　
３
月
に
入
り
発
生
し
た
色

落
ち
は
同
月
下
旬
に
回
復
。

目
標
の
４
億
枚
に
届
か
な
か

　
少
雨
や
断
続
的
な
赤
潮
で

色
落
ち
が
続
出
し
た
有
明
海

の
大
不
作
を
受
け
、
単
価
は

記
録
的
な
高
騰
を
見
せ
た
。

１
月
　
日
に
あ
っ
た
今
年
初

13

の
入
札
で
は
平
均
　
円
　
銭

18

39

と
、
前
回
の
　
月
　
日
よ
り

12

27

４
割
近
く
上
昇
。
続
く
１
月

　
日
は
　
円
　
銭
と
初
入
札

27

24

50

の
２
・
７
倍
ま
で
跳
ね
上
が

り
、
２
月
　
日
に
今
季
最
高

10

の
　
円
　
銭
を
付
け
た
。

26

84

　
今
季
平
均
の
　
円
　
銭
は

16

23

昭
和
　
年
度
（
　
円
　
銭
）

54

16

51

に
次
ぐ
過
去
２
番
目
の
高

さ
。
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り

に
仕
向
け
ら
れ
る
有
明
海
産

の
代
替
と
し
て
、
口
溶
け
と

味
の
良
さ
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
販
売
金
額
は
震
災
後
最

高
だ
っ
た
平
成
　
年
度
（
　

28

52

億
１
０
６
４
万
円
）
を
２
億

８
０
７
８
万
円
上
回
っ
た
。

　
全
国
漁
連
の
り
事
業
推
進

協
議
会
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
国
内
の
今
季
販
売
数
量

は
前
季
比
　
％
減
の
　
億
４

24

48

３
５
０
万
枚
。
過
去
に
類
を

見
な
い
大
減
産
と
な
っ
た
。

の
り
メ
ー
カ
ー
は
値
上
げ
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
消
費
者
離

れ
が
進
む
懸
念
も
あ
る
。

　
佐
藤
宏
己
塩
釜
総
合
支
所

長
は
「
極
端
な
色
落
ち
さ
え

な
け
れ
ば
来
季
も
量
を
確
保

で
き
る
。
単
価
は
今
夏
の
消

化
次
第
」
と
し
た
上
で
「
の

り
生
産
は
海
況
や
天
候
に
左

右
さ
れ
や
す
い
が
、
自
然
に

頼
っ
て
ば
か
り
で
は
だ
め
。

生
産
者
が
切
磋
琢
磨
（
せ
っ

さ
た
く
ま
）
し
て
消
費
者
に

高
品
質
な
の
り
を
届
け
な
け

れ
ば
」
と
強
調
す
る
。

　
県
産
養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
は
今

季
も
順
調
な
水
揚
げ
が
続
い

た
。
魚
市
場
で
は
天
然
魚
の

入
荷
が
不
安
定
な
中
、
今
や

花
形
的
存
在
。
す
し
ネ
タ
や

刺
身
、
加
工
原
料
と
し
て
買

受
人
の
関
心
も
高
か
っ
た
。

　
今
季
の
初
水
揚
げ
は
３
月

３
日
。
海
水
温
が
高
め
に
推

移
し
て
餌
へ
の
食
い
付
き
が

良
く
、
例
年
よ
り
約
　
日
早

10

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん

だ
内
食
需
要
の
高
ま
り
を
背

景
に
量
販
店
の
販
売
が
堅
調

で
、
外
食
向
け
な
ど
業
務
用

需
要
も
回
復
。
原
料
の
安
定

確
保
を
目
指
す
冷
凍
加
工
業

者
か
ら
の
引
き
合
い
は
シ
ー

ズ
ン
を
通
し
て
強
か
っ
た
。

　
当
組
合
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
７
月
　
日
時
点
の
県
内

10

水
揚
量
は
１
万
６
０
８
４
㌧

（
前
年
同
期
比
　
％
増
）、
金

22

額
は
１
１
０
億
９
４
２
０
万

円（
同
　
％
増
）、
１
㌔
当
た

16

り
の
平
均
単
価
は
６
９
０
円

（
同
５
％
安
）。
国
の
地
理

的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度

登
録
の
活
じ
め

ブ
ラ
ン
ド
「
み

や
ぎ
サ
ー
モ

ン
」
は
認
知
度

が
年
々
向
上
。

さ
っ
ぱ
り
し
た

脂
の
う
ま
み
や

引
き
締
ま
っ
た

身
の
歯
応
え
が

高
単
価
を
下
支

え
し
て
い
る
。

　
今
季
の
県
産
乾
の
り
「
み
ち
の
く
寒
流
の
り
」
は
国
内
最
大
産
地
の
九
州
・
有
明

海
の
大
不
作
を
受
け
、
活
発
な
入
札
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
共
販
実
績
は
数
量
が
前

季
比
　
％
増
の
３
億
３
８
２
６
万
枚
で
、
１
枚
当
た
り
の
平
均
単
価
が
同
　
％
高
の

29

62

　
円
　
銭
。
記
録
的
な
高
単
価
を
付
け
、
金
額
は
同
２
・
１
倍

16

23

の
　
億
９
１
４
２
万
円
と
東
日
本
大
震
災
後
最
高
だ
っ
た
。

54

外食回復で高単価
カキ 脱炭素へ業界一丸

っ
た
も
の
の
、

栄
養
塩
不
足
に

悩
ま
さ
れ
た
令

和
３
年
度
を
７

５
８
６
万
枚
上

回
り
、
計
画
の

３
億
５
千
万
枚

に
迫
る
販
売
数

量
を
達
成
し

た
。

多彩な味わいに舌鼓

仙台で４年ぶり祭り

ホ
 ヤ

　
県
産
養
殖
ワ
カ
メ
の
入
札

会
が
２
～
５
月
、
気
仙
沼
市

の
当
組
合
わ
か
め
流
通
セ
ン

タ
ー
で
全
　
回
に
わ
た
っ
て

11

開
か
れ
た
。
２
月
　
日
の
初

21

入
札
会
で
本
所
わ
か
め
・
こ

ん
ぶ
部
会
の
及
川
文
博
部
会

長
（
歌
津
支
所
）
は
「
昨
シ

ー
ズ
ン
と
比
べ
て
色
も
伸
び

も
い
い
。
肉
厚
で
シ
ャ
キ
シ

ャ
キ
し
た
食
感
が
自
慢
。
揚

げ
物
や
炒
め
物
と
の
相
性
も

抜
群
」
と
Ｐ
Ｒ
。
穴
開
き
な

ど
で
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
数
量

が
伸
び
な
か
っ
た
が
、
需
要

は
高
か
っ
た
。

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
東
北
事
業
所

の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
今
季

の
共
販
実
績

（
５
月
　
日
現

10

在
）
は
数
量

（
原
藻
換
算
）

　
当
組
合
の
生
食
用
む
き
身

カ
キ
（
鮮
カ
キ
）
の
今
季
出

荷
が
６
月
末
で
終
了
し
た
。

一
部
で
死
滅
が
あ

っ
た
が
、
シ
ー
ズ

ン
を
通
し
て
お
お

む
ね
順
調
な
生
産

が
続
い
た
。

　
共
販
実
績
は
数

量
が
１
５
２
７
㌧

（
前
季
比
　
％
15

減
）、
金
額
が
　30

億
７
４
３
９
万
円

（
同
　
％
増
）。

28

広
島
、
岡
山
両
県

ホ
ヤ
グ
ル
メ
な
ど
を
求
め
る
来
場
者
で

に
ぎ
わ
う
会
場

鏡開きを行う寺沢春彦組合長（左）と村井嘉
浩知事（左から３人目）ら

選
別
作
業
を

行
う
女
川
町

支
所
の
組
合

員
ら
（
５
月
）

広
が
る
脂
の
う
ま
味

引
き
合
い
依
然
強
く

ギンザケ

の
減
産
や
コ
ロ
ナ
禍
で
低
迷

し
て
い
た
外
食
需
要
の
回
復

な
ど
を
背
景
に
引
き
合
い
が

強
く
、　
㌔
当
た
り
の
平
均

10

単
価
は
２
万
１
３
０
円
（
同

初
出
荷
に
向
け
殻

む
き
に
励
む
石
巻

湾
支
所
の
組
合
員

ら

初
入
札
会
で
色

味
や
厚
さ
、
香

り
を
確
か
め
る

買
受
人

肉厚シャキシャキ
ワカメ 安全 ・ 安心も提供

初
入
札
会
を
前

に
香
り
や
色
な

ど
を
確
認
す
る

買
受
人

乾
の
り
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